
 

第２回誇りある国づくりセミナー 

「核と刀」―核の昭和史と平成の闘い― 

 

 

 

 

 

 

 

講 師 高田 純 先生（札幌医科大学教授・「核と刀」著者） 

 
 

  

 
 

 

◇と き：平成２２年１２月１８日（土）午後２時開会 

◇ところ：日本青年館３０１号室（国立競技場・明治公園となり） 

       交通：地下鉄銀座線「外苑前駅」、大江戸線「国立競技場駅」から徒歩７分 

◇参加費：１，０００円 

◇主 催：日本会議東京都本部 

●連絡先：０９０－３５０８－９４０４（福島） 

・・・・・・・・・・・・・・・・参 加 申 込 書・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

氏 名  

 

電 話  

住 所 〒 

会 員 該当に○印をお付けください。（篤志・維持・正・女性・支援）会員 ・未入会    

※参加申込書を下記ＦＡＸへご送付ください。 

●ＦＡＸ：０３－３４７６－５６１２ 

昭和２９年東京都生まれ。弘前大学理学部物理学科卒。

広島大学大学院理学研究科博士課程前期修了。鐘淵化学

中央研究所、シカゴ大学ジェームス・フランク研究所、

京都大学化学研究所、広島大学原爆放射線医科学研究な

どを経て現職。専門は核防護学、医学物理学。日本会議

北海道本部代表委員。著書は「中国の核実験」「核の砂漠

とシルクロード観光のリスク」「核爆発災害」など多数。

わが国内に渦巻く、とてつもなく危険な事態を、著者は知った。それは日本を取り巻く核

の脅威の隠蔽に関する事であった。北朝鮮の核開発や国内核施設の些細なトラブルでさえ

大騒ぎする日本のメディアが、中国共産党（中共）の核開発には沈黙するという決定的な

事実に、著者は気づいたのであった。その隠蔽の総本山が、日本放送協会ＮＨＫであった。

ＮＨＫばかりでなく、国内大手メディアは、核問題について大きく偏向した情報を国民に

植え付けていた。その実態が今、明らかになる。 



 


